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福
井
県
今
庄
町
誌
た
こ
と
は
、
こ
う
し
た
市
町
村
誌
編
さ
ん
の
う

〔

A
5
判
、
「
ぎ
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」
刊
、
え
で
、
新
機
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を
打
ち
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た
も
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こ
の
ほ
ど
発
刊
さ
れ
た
『
今
庄
町
誌
』
は
、
す
で
に
『
今
庄
村
誌
』
(
昭
4
年
刊
)
・
『
南

文
部
省
文
化
財
保
護
委
員
会
主
任
調
査
員
の
杉
条
郡
誌
』
(
昭
9
年
刊
)
な
ど
地
域
に
関
係
し

本
寿
氏
が
監
修
者
と
な
り
、
編
さ
ん
主
任
の
京
た
も
の
が
あ
る
が
、
現
在
の
町
域
全
体
を
対
象

藤
勝
治
氏
を
中
心
に
大
が
か
り
の
執
筆
陣
容
で
、
と
し
た
の
は
今
回
が
最
初
で
あ
り
、
そ
の
点
で

約
五
年
を
費
や
し
て
完
成
し
た
労
作
で
あ
る
。
も
き
わ
め
て
貴
重
な
著
作
と
し
て
高
く
評
価
す

内
容
は
第
一
一
編
「
郷
土
の
自
然
」
、
第
二
編
べ
き
で
あ
ろ
う
。
(
三
上
記
)

「
郷
土
の
歴
史
L

、
第
三
編
「
宗
教
と
民
俗
」
、

第
四
編
「
今
庄
町
の
文
化
財
」
、
第
五

ら
の
歴
史
」
、
第
六
編
「
今
庄
と
文
学
」
に

学
問
的
な
諸
成
果
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
一
般
読
者

に
も
容
易
に
理
解
し
得
る
よ
う
詳
述
し
て
い
る

特
に
第
二
編
で
は
、
第
一
一
編
の
自
然
環
境

特
異
な
地
域
性
を
背
景
と
し
て
、
原
始
古
代
か

ら
現
代
ま
で
、
町
全
体
の
歴
史
の
流
れ
を
実
証

的
に
考
察
す
る
と
と
も
に
、
第
五
編
で
、
湯
尾

・
宅
良
・
今
庄
・
鹿
蒜
・
堺
各
地
区
の
特
性
を

浮
き
ぽ
り
に
し
た
こ
と
は
は
な
は
だ
興
味
ぶ
か

ま
た
第
六
編
で
、
詩
歌
や
文
学
作
品
(
古
典
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